
《都市イメージ調査》 
 

●都市イメージ調査とは… 
   都市イメージ調査は、都市に居住する人々が、自分の住んでいる街をどのようなイメージで捉

えているのかを明らかにするための調査です。都市居住者が潜在的に思い描いている都市イメー

ジを把握することで、その場所の位置付けやその場所が有している意味、場所と場所の関係性等

を明らかにすることができます。 

   これらの知見を活用することで、居住者の生活実感に即した、また場所の意味性を踏まえたま

ちづくりや都市デザインが可能となります。 

 

●都市イメージ調査の方法 
   以下のような３種類の調査を組み合わせて行うことで、都市居住者が思い描く都市のイメージ

を明らかにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●都市イメージ調査で明らかとなる事柄 
   都市イメージ調査を行うことで、以下のような事柄を明らかにすることができます。 

○イメージされる都市の範囲 
○都市の中で“原点”や“骨格”として強く認識されている要素 
○都市の中でイメージの強い場所・弱い場所とその理由 
○場所と場所との関係性（類似性） 等 

 

●都市イメージ調査の使い方 
   都市イメージ調査結果の活用方法としては以下のようなことが考えられます。 

    ○場所の意味性を配慮した都市・農村計画 
    ○都市のイメージ強化を図る上での課題検討 
    ○来訪者のイメージ把握による観光地の課題検討 
    ○居住者の生活実感に即した空間デザイン 
    ○それぞれの場所が有する性格を強調した空間デザイン 

②イメージマップ調査
都市名をキーワードに、思い

つくもの（施設、街路等）を

思いついた順に地図として

描いてもらう調査 

①自由想起調査 
都市名をキーワードに思い

つくもの等を自由に想起し

てもらう調査 

③地点識別調査 
都市内の主要地点の写真を

提示し、地図上に示した地点

番号のどこに該当している

かを答えてもらう調査 

都市居住者が思い描く都市イメージ 

イメージマップ調査はアメリカの都市デザイナー、ケビン・リンチが提唱した調査であり、人それぞれが自

分の頭の中につくりあげている地図を描いてもらうことで、都市の構造を明らかにしようとする調査です。リ

ンチは、人々は都市のイメージを以下の５つのエレメントによって理解すると提唱しています。 

  ①path（道路）、②edge（縁）、③district（地域）、④node（結合点、集中点）、⑤landmark（目印） 

《イメージマップ調査》 
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①自由想起調査 
 
   自由想起調査は、例えば「○○市中心部で思いつくもの」「○○地区の中で好きな場所」等を

自由に想起して記述してもらう調査です。これにより各場所のイメージの強さや好きな場所、嫌

いな場所等を明らかにすることができます。 

 

 

 
【調査例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[仙台市中心部で思いつく通り] 

[好きな通り] [嫌いな通り] 



②イメージマップ調査 
 

イメージマップ調査は、都市名や地区名をキーワードとして、思いつくもの（施設、地名、通

り等）を思いついた順に地図として描いてもらう調査です。これにより居住者が潜在的にイメー

ジしている都市の範囲や、都市の中で“原点”や“骨格”として強く認識されている場所、都市

の中でイメージの強い場所・弱い場所等を明らかにすることができます。 

 

＜調査の方法＞ 

・方向性のない正方形で無地の白紙に、仙台市中心部について思いつくもの（施設、地名、通り

等）をマップ化してもらう。 

・地図作成の制限時間を11分間とし、最初の２分間を赤色、次の３分間を青色、次の３分間を

緑色、最後の３分間を黒色の鉛筆で描いてもらう。 

・地図作成の際、名称が分かるものについては、名称も合わせて記入してもらう。 

 

 

 
   【調査例１】 

 



【調査例２】 

   下図はイメージマップ調査で描画された主な要素をプロットした図です。これによりイメージ

される都市の範囲、イメージの強い施設や地区等を明らかにすることができます。 

 
 

■11 分の調査時間内に４％以上の人が描画した全要素 

 

 

 

 



  【調査例３】 

     イメージマップ調査では、時間毎に色の違う鉛筆を用いて地図を描いてもらいます。下 

図はそれぞれの時間ごとの主な描画要素をまとめたものです。これにより、都市の中の原 

点的要素や都市の骨格を明らかにすることができます。 

 

 

 



○Cij：地点ｉを地点ｊであると回答した人数 

○Cit：総割当数（被験者数－無回答数） 

○Pij：地点ｉから地点ｊへの流出確率 

 

 

 

○P･j：地点ｊの流入集積量 

 
 
 
○Pii：地点ｉの正答率 

③地点識別調査 
   地点識別調査は、都市内の主要地点の写真を提示し、地図上に示した地点番号のどこに該当し

ているかを答えてもらう調査です。これにより、都市の中で認識の強い場所・弱い場所や、地点

間の誤認関係とその要因、物理量（土地利用、街路樹パターン等）と識別の因果関係等を明らか

にすることができます。 

 
 ＜集計の方法＞ 

   調査結果を以下の式に当てはめて集計します。 

 

 

■地点間誤認行列 

 

 

 

 

 

 

 

■地点間流出確率行列 
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  【調査例１】 

     下図は地点ごとの正答率と誤認関係をまとめたものです。これにより認識の強い場所・ 

    弱い場所、および間違われやすい地点とその特徴を明らかにすることができます。 

 

     ■地点別正答率と流出率 

西公園通（広瀬通～青葉通間） 

正答率：87％ 

西公園通（定禅寺通～広瀬通間） 

正答率：87％ 

広瀬通（愛宕上杉通～東二番丁通間） 

正答率：87％ 

正答率：87％ 正答率：86％ 正答率：85％ 

広瀬通（東二番丁通～晩翠通間） 東二番丁通（広瀬通～青葉通間） 青葉通（晩翠通～西公園通間） 

正答率：85％ 

定禅寺通（東二番丁通～晩翠通間） 

愛宕上杉通（北四番丁通～定禅寺通間） 

正答率：11％ 

定禅寺通（駅前通～愛宕上杉通間） 

正答率：12％ 

愛宕上杉通（定禅寺通～広瀬通間） 

正答率：21％ 

五橋通（東二番丁通～北目町通間） 

正答率：22％ 

駅前通（定禅寺通～花京院通間） 

正答率：24％ 

■正答率の高い地点 

■正答率の低い地点 



 

アイテム カテゴリー ｶﾃｺﾞﾘ数量 ｻﾝﾌﾟﾙ数 レンジ

狭（6車線未満） -4.46068 15

中（6車線以上8車線未満） -3.1825 14

広（8車線以上） 12.38502 9

狭（5ｍ未満） 2.60033 8

中（5ｍ以上8ｍ未満） 3.3764 23

広（8ｍ以上） -14.06568 7

２列ケヤキ 7.69831 4

２列イチョウ 7.31683 3

２列トウカエデ 2.59345 11

２列その他 -2.85953 3

３列ケヤキ 10.71946 4

３列イチョウ 5.93268 4

３列その他（混植） -12.22405 7

４列ケヤキ -26.86667 2

住宅 -5.15714 4

業務 -2.37876 23

商業 3.16819 5

その他 9.91651 6

中高層（5階以上） 2.34212 32

低層（5階未満） -12.49129 6

車道幅員 16.8457

歩道幅員 17.4421

街路樹ﾊﾟﾀｰﾝ 37.5861

土地利用 15.0736

沿道建物高 14.8334

【調査例２】 

   地点毎の正答率を目的変数、各地点の物理量（土地利用、街路樹パターン等）を説明変数とし

て数量化Ⅰ類による分析を行うことで、物理量と識別の因果関係等を明らかにすることができま

す。これにより、イメージ強化のポイント等の検討が可能となります。 

 

 

 

 
■数量化Ⅰ類による各種物理量と識別の関係分析 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※決定係数：0.7561 

※定数項 ：71.36842 

 


